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全地震に占める 震度4－7の割合 �2．8％ �3．0％ �2．6％ �2，7％ �2．7％ �2．4％ �2．9％ �2．0％ �3．6％ �2．6％ �3．4％ 

履

数回の農地

甲
　
聞
聞
醒
闇
聞
醒

宵
闇
開
聞



囲未来（こそ救るl、重殺主要て尊書

「 　　＼ぺ／一∴／ 　　r； 　／一 子∴㌦ 

／’－‾）i’iノ裁 

＼　　　　　　　　　　　　　　甑 

㊧i 

∴　ヽ ／蟻 

端部 

予
木轡
八ミされ捕る

8円　脅唐

製靴鵠

b鶉

豆ラ穂

高高
年

わのプレトか轟なりわ上lニ彊泉航、いつ地雷か
おさてもおかしぐちIjません。

玉里奉玉き＿そよ幽」三五三社壁土L塾壇虔

ほとんど向と耽かくとき

密造しています。

館

藩無し　寒萌剛こく

（土養生する航かぐ

ヾヽ達 起し∴ ：∴∴． 議 ∴ ÷∴ 捲き士． � � 

三㌢∴；孝／ 零也菰＼蒙㍉ぶ 　浅I 

∴　　∴ 

▲ フ 

＼輩㌦雪弼 

）おき1軌し南光 仁王ておとの墨 あります ���鮭箋 ）㌦舜 ∴：Ct 

○　／后7 　綴 「∴ �� 

遥 
霞 ∴：∴∴ 

－ 

也⊥Tfの
恕



媒寓・津軸も揮転優瞭

PL対応 のの醒守る 

関 �廿て出I垂‾‾≡‾‾叫／ 

おでまっ

たちで
カで消火
て外にも豊年だ

壇里墟阜亀動厳

岸で担震印象机を

②雄藩飾州立弱賃も浮
清畠すくけい

、・－“＝翻意洋平印璽下平単一－手下で甲掛一一1万－÷電1キロ珂「／－

返しもそ、て（
註索

テデテ辛正しい中吉軸も

時却＿こつ勧努嘩
9－－－一

一〇〇●

－“＝－

＼
／皮視

の馨第九㊦溶液机きた

三憩塗軸千秋な攫壌
、、ら出かること。窃
煎短如揮彊薄＼
＼

＼ノ

討I ＼－＿ノ葬ック

斑
中
性
を

毎
時
引
証
プ
ア

繋
、
ウ
キ
「
ド

巨
費
拭
い

●
－
酸
r ヽ

ノ
替 困るキj

園
田

常
陸
痔＼ヽ　／

灘堤l蓋し玲い



午、片倉台ノI、学校（こインタビ1－！

盤識語豊羅
在タとニーしてみました。

旬夕とキーに讐葦て〔かた荒壁：副校長先生

贈端鵜頼繰
篤志

ぴちくしているので”絢＼？

の教官のIっの僧綱‡諜錆にな，て旧、ししろ。ろ
小ちくしてあり王も
一・勧碗ミネラル坊－タに

（鷺
割、の児童用人I祉うで
日章毒。

・九の旬トが山しの水l鱒去

・ポリアシワ管ニ（雛婚輝き敵組痛苦沸②

・フロアマット　鰯剥＼　・たき脅しゼットIO経費

・スト÷かl鮭

・簡易材レ与観

・発電嫌lっ

・毛布∴雁胡帖

・耽パン　ユ2離こ

侮

′‾● ー－： ノ：電 ±「；」曳ン． �～くく 

重言∴璃藍　《ち‘‾ 

醒／・置壷二言璃 
∵赫怒評薯親嗣臨 �…圭／1 

ー臨言豊翌1 　∴‾．〇〇〇〇〇〇〇I ヽ　∴「b： 

細則mmで償和一田圃闇工塗軽重箆密議蘭醗薩醒通園瑠謹日 登怨露）’　　一斑－プ一二　　　　現車 � � 

望聖撃墜堅扇田患田螺喪撰一葦　　　　　　　繍 � �i メ∴∴； 

瑠ね．！、学校

田
圃 謹

Y
÷
仁

に
〓
l

「　ロ

ヽ
ノ
｛
●

〃
O
S
葛圃ての

京



圏堅固圏弼仁基重ん瑞ときのも弓師

∴〇回∴： 河馬　一・認瓢国書相国が翻説 ヽl＼　†・ 

亮一’惹，／l　t－喜一一と二一一 

－ �＼ヽヽ〟■I 

リュックの中身

判＼ち痛電灯

・消毒読

・雨具

嶋マスク

●アッシュ＿

中生ットへ〇一八工

場ぐんて

・′」＼銭

自分の夙なんする

もち物が入ってし＼
ろ旭／ワ⑪中で毘
てみました腎

争鵠I即

弓工ッ下方シェ

・亡び電池

観衆

・刀イ目

性＼L社こう

僻と“ス旬卜

dけ日和＼ラジオ

農水＋しやシ

リエツ列こ入れた引当汁＼¢引こ
せお，てみると罵った上り重し互
セIL飾蕩か重く感じ苦し詰。

・ハ7“ラン

・タオル

・鴫喪具

・亡ニール温

㊨て、も

のラット

鵠

搬＼、
白．ノ　、図
画



固まとめと鞠や王威梵・

海
な

しl

ミ託鳳へて討て葦、
親告三宅では兼五誌

露綜
中葉くま霊‾　　　　＼）　　　　ヽ　‾“““

ところで聞く古書
た緋で、蕊馬の佳早さは（
鰯や続き計でてべくI）し

己（ ヽ一／

す
一ナこ、

）

胸年代の斑寮 あ〕 、珠く
彊周年でいたら中国利き紀元覇王堆

埠瓢高鳥託送かあるじ知亘L詰
く毒し＼古文書か隼在勤そし準星萱豊か読めろのヽ一一疎さ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽLJ　　　　　‾‾

絹謝鶴擬譜嵩諜諒
邪卑▲牢練れとして、寺汚しの恵庭の〟WL、玉のこして

i’i　‾“　‾　‾　、‾‾　　＼　＼　“－ふ　、｝　‾　　　／　J l　／P

擬鵠露鶉隷
諜謹鞋

ました。もしで布かな祝た
ばも売主⊃t示し

まう亘の石碑真下Iこ、晃匂い、う蓮の人
の教丸をまもてい荊‡凄即、、上れ料応気ろゐ涼
しれ宮氾濫いました㊦

悪くに
lニ佳きろ人

いきおか

出場C て

三うした切直、亮
たら死んでしまフ閏

というし圧＼

という
のユてくれるお相手で忘と
いう鍵鴇になるんだなと悪

のこすといしの訓電粗悪

叩補たしきIこ考が上組

中座

由
樵

ヽ
ヽ
／
J

古
津

園．li
事
業
採
草、
よ
ま

よ
i
r
i
i
l

「ノ

l電
た
塞
諸
本
I
L

日
日
I
短
冊

○で

都
南

た
し
雲

J
、いー 藩
捧

今
　
∴
傘

繭
韻

一
ハ
V
も
も
も

曾
も
ー
も

e
l
l
L

〓
ノ

巧
員
ま

回ぺてるなlJ
鍵

才
にし

相継
、毛鴇の イ

し

か
け
雷
だ
災
事

V
レ

霜
鳥
霊
議
書
請、〃1t，mit

夢

一

し

、

ノ

一）†
－

た
ら、ヽ去り
の

寺nロ
L
l
♪
「
ノ

こ

堕

一
l
L
葛
　
　
　
　
＼

白
書
一
軍
て

丘
〉
Y
L
圧
を
ぐ

／
＼
京
は
士
な

競
晴
短
日
ノ

録
画

コ
「
］

諜
鎚ヽJ
毛
利
⊥
正

喜
竜

J
 
l
i
i
L



江戸暮府か災吉雪目～留別二私で同郷抽応

韓雑誌藻轡謙語潟
のころ刊もこんなしく耳がある疾鴇，て項ユリしまし信

結鴇鶴舞謹課据累豊
科で串なく、一時的互小社厘征を種る浩＼ウニと下
した。ただ寂を頂てし＼（のではなくて、言十画白船町作
用中大モカだと／分かりました＿鏡

昔の付1楽寝で吐かされる二宮1、、あ、でも、神社

縛擬精華鵠蕪競鶉韓
これからの主脈の大王ちか進吾で同じようよ壇かな
しし曝し醤し租＼で彊よう直してぐれ丁このか魚、濃く＼

壬しモボ

田園圃

闘園
・““→ヾ＼

）／　、－、

樹二項て布タどこ士て井草ご〔大栗
小柄＼帰した。、う＼つうに畳語していろセさ

科す雷鳥、ガス、水蓮封建1ているもの

講瀧盤緒謹蕪し
告鵜詰黒石II朴とう

玉葉干　しし　く歓
定年片倉乱」＼葉矧二組雪ぐ

もの圭乾草て捉ま、Y、∠埴土森組瑞を
上程たで雷同＼豊穣（こいろいす叫、ちく互

純か一一おきてたくさんの人神助かLしてきたら、

轟I
七ヽ

、、、 祢ていろ
小菊
ちろI綻
すぐ（こ 璃

申
謹
言＼ ′

　
詳
し
－
　
　
　
　
A
l
f
ヽ
、

寵
畿
譜

L
「
＼
－衆

だ
仁

星
図
田

園
困

ヽ●一

因

倉
1
9
1
1
し
き
○
○
0
1
ヽ

」
停
ま

如
叫圏て

ゝ
牟脅
薦

ん
封
に
し

し

〓
＝
J
〓
雷鳥

、雪メ圏ヾムU
l
i
j
p



うので自分でできろそ互
いまし嵩簿雷がキミうそ

なくなるじ

図回園田

四
八二

㌦一・）

田園因

整盈諜隷謹、漂織宗黒。亡
につく，てい〔の千川凧＼也悪い霊L㌔

吐
‡∋の人のけtl

知って、自分の
コロナで

のけいけんぜ

小寺し告今は

園田困団圏

じ，さいに菊託てみ軸時ころ

r‾大洋浪

串市塙畠地産

訓てある古書
」＿

晶㌣住居はI鵜格の和楽

熊小暮福の末導浪

轟音建てうな

明治Z纏庫、昭緋色輯訪毛番麗l誼適評難，

部親身金満し甘酢糖韓縮擁勧塩観
いく　tL　　へ

経ると老輩寝転れ
‾｝irTハ1‾‾［“1－“li‾‾∴二二、一十∴÷1－1．－‾‾‾，　∴二二二一1●＿一〇一

高年：や咋繭敢鄭翼編漣鮭群唾犠中相．櫓調調一一一

7
し
一
口
l

I

品

ず

十
⊥
〃
生

か
市

十

I

〝
。
i
l
，
－
，
1
－
1
・

点

1

竜

骨

～

鳥

意

か

癖

恵

生

章

…

′

害

毒

　

を

～

一

）

軍

　

l

l
千

言
‖
′
十
㌔痘尭

書
聖
品

語
昔

ヽ

1

、

∴

1

－

、

I

！

、
轟

四千、ヽ
ノ宿一）

乏
し

、綱や、昔の人か



囲碁椅文献

俸停年 出版社

土許忠治α眺め

錬陽治毅（即吟

硫宙過黄色硝㊥

亀山碕偲（l鯛轟

謀（l暗め

摘恥庫てかわす

哀災鵜軸漫モ
読軸なおも

嘱弼（土語劃

技排尋簿」

成大宮胡

普請和げリッ

ジンケ、

綱　目巌

日本図藷陸
シター

鵜粟祐萄・1－－富－II1
騎舘

ノ＼、I
脅
R
U
r

凄
い
⊥
青
年
績
謙
用
賀

局
∴
葉

智

略

館
敏
十
才

龍谷諒闇の
ー
“
（
．
′
寸

菖嗣田
園

蜜
当
案

蕪
摘
嬬辣

壷
蕩

触
薙

、
i
－
－
－
I
 
A
r圏

用品「。



b旺缶十川、′

蒔絵I＼ン

講談
楠堰呼生怖嘩）

NTTタウンページ

梓紹詐取鵜ゆ

串（高富睨編集部
（1碑藩〕

大木警手

短弾丸壊舗畦舶

蘭鮭河川‾ン」

即金耕地馴見

地球の声に耳巧
ませて」

小竹下男新

種癌1

インターんトのL寝う



りよれた国吉律布

佐蒋学習センター鴎餌

は，長写真


